
汗三三

中嶋嶺雄

w叫（月曜日）10日平成4年(1992塁手＞2月

東京外大教授

先
月
下
旬
以
来

、
中
国

の
以
尚
実
力
者

・
部
小
平
氏

が
広
京
地
区

の
深
刷

、
珠
海

と
い
うこ

つ
の
経
済
特
区

を
訪
問

し
て
い

る
こ
と
が
伝
え
ら
れ、
氏

の
動
静

に
関

心

が
集ま
っ

て
い
た。
そ
の
卸
小
．t・
氏

が
去

る二
川三
日 、
上
海

で
の
必
節（
川
正
月

）

前
夜
祭

に
山
町

し
、一

年ぶ
り
に
公

開
の

場
に
盗を
到

し
、

北
京

の
中
央テ
レ
ビ

局

も
そ
の
般
様

を
報
じ

た
と
の
こ
と
で
あ

る
。政

治
に
民
主
派
存
在
せ
ず

本
年
以

に
は
八

卜八
歳

に
も
な
る
部
小

平
氏

の一

挙手一
投
足

が
注
n
さ
れて

い

る
の
は

、
彼

が
公
的

に
は
引
退

し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず

、
実際

に
は
以
尚
実
力
者

と

し
て
品
老
政
治

の
実
取

を
依然
と
し
て
射

っ
て
い
る
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い

。

だ
が
同時

に
、

こ
の
と
こ
ろ

中
国
内
政

に
は

、
改
革・

開
般

を
推進

し
よ

う
と
す

る
、

い
わ
ゆ
る
改革

派
と

、
あ
くま
で
も

社
会
主
義
的
原
則

の
重
視

を
強

調
す
る、

しれつ

い
わ
ゆ
る
保
守
派
と
の
角濯

が
織
烈

に
展

開
さ
れて

い
る
か
ら
で
も
あ
る

。保
守
派

の
重
鎮

が
こ
れま
た
卸
小
平
氏

に
等

し
く

高
齢

の
陳
芸・

党
中
央
顧
問
委
貝

会
主
任

で
あ
る
こ
と
も

、
よ
く
知

ら
れて

い
る．

た
だ

し
、こ

こ
で
確
認

すべ
き
こ
と
は

、

部
小
平
氏

と
い
い

、
隙
本氏
と
い
い

、
彼

ら
は
すべ
て
も
沢
市胤
政
治

の
犠
牲
者

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
り

、
そ
の
点
で
は
等

し
く

保革対立、混迷する中国

旧
実
権

派
な
い
し
は
旧
走
賢派

な
の
で
あ

っ
て

、
中
国
政
治

の
非
毛
沢
点化

に
は
共

に
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん

で
き
た
仲
間

で
あ

る
。

そ
れが

「
四つ

の
現
代

化
」
と
い
う

中
国

の
新

し
い
国
家
目
際

の
批
准

をめ
ぐ

っ
て

、
改
vm

派
と
保
守
派
に
分

か
れた

の

で
あ
る
が

、
部
小
手
氏

や
掛
尚
昆・
国
家

主
席
ら
は

、
保
守
派
の
李
鵬
首
相

を
含め

ゐLbと

て、
足
詳

か
ら
民
E
化
辺
助

の
火

の
手

が

上
が

っ
た
と
き
に
は

、
こ
れを
微・版
的

に

総
力

で
抑
正

す
る
側

に
ま
わ
り

、
民主化

フ辺
助

に
理

解
を
示

し
た
附刑
制
郎

、
組
紫
脳

と
い

っ
た二
人

の
最
高
権
力
者（

党
総
』

記
）
を
失
墜
さ
せ

た
と
い
う
忌

ま
わ
し
い

過
去

を
もつ
こ
と
で
あ
る・
こ
の
点
で

、

現
段
階

の
中
国
政
治

の
舞
台

に
は、
改
市

派
と
保
守
派
は
存
在

し
て
も

、
民
主

派
は

存
在

し
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る。

そ
の
よ

う
な
中
国
政
情

の
柿
附

の
な
か

で
の
当
面

の
角
逐
だ

と
い
え
よ

う
が

、
そ
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想
仁
作官
官寸）
や
万
里・
全
人
代
常
務
委

μ
長

、
貨店別・
上
海
山
長

ら
は
「
思
怨
解

放」
を
削

え
て
お
り

、
き
わめ
て
対
照
的

な
論

調が
中
国

の
公
式メ
ディ
ア

に
も
日

立
っ

て
い
る

。

人
事
構
想
挫
折
に
終
わ
る

こ
う

し
た
な
か
で
過
般

の
八
中
全

会
で

は
、

昨 hO
の
全
人
代

で
副
行
制

に
舛
任

し

た
前上
海
市
長

の
朱
鉛
必
・

生
・佐
弁
公
主

主
任 、
雛
家
筆・
国
家
計
画
委主
任

、
場

尚
日出
実
弟

の
陽
自
泳・

中
央
軍
引
委
秘
店

長
出品
川
総
政
治

部
トに

任
の
政
治
応
入

り
を

も〈ろみ

部
小
手
氏

が
日
論
比

た
が

、
保
守
派
の
抵

抗
で
実
現

し
な
か

っ
た
と一
般

に
い
わ
れ

て
い
る

。
だ

と
す
れば

、
卸
小
平氏

の
人
明
柿
必

は
陣
折し

た
の
で
あ
り、
内
外共

に
弔

要

な
こ
の
時
期

に
「
山
村

と
山
村
活
動

の一

削の
強化

に
閲

す
る
党
中
央
委
U会

の
決

議
」
の
み

を
採
択し
た
八
中全

会
は

、
部

担

小
平
氏

の
「
敗
北

」
だ
っ

た
と
は
倣

す
こ

と
も
で
き
よ

う
。

こ
れは

、ポ
ス
ト

部
小
半
時
代に
向
け

て
、

あ
の
六・
問

天
安
門
が
件

の
逆
転
判

決
と
い
う
事
態

を
円以

も
恐
れる

部
小
平
氏

に
とっ
て
は、
き
わめ
て
深
刻

な
が
態

で

あ
り、
今
秋
予
定

の
第
卜

凹
同
党
大

会
に

向
け

て、
い
よ
い
よ

e
死
後

へ
の
死
闘e

が
大
詰め

に
達

しつ
つ
あ
る
と
も
い
え
な

く
は
な日

。

卸
小
平
氏

の一
年ぶ

り
の
出
現の
忠
味

は、
こEの
よ

う
な
背
以

の
な

か
で
読
み
取

るべ
き
で
あ
ろ
う
。

【
写真回
引
退

し
た
は
ず
の
部
小
学
氏 、

ま
た
第一
線ヘ
リ広
東・

深
削

で
遊
覧カ

l
に
ニ
友

の
部
楠
さ
ん
と
座

る
部
小
平
氏
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